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１
月
４
・
５
日
の
土

日
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
南
空
知
１
市
４
町

の
会
」
が
新
年
街
頭
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。 

４
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、

夕
張
の
ニ
コ
ッ
ト
前
で
、

立
憲
民
主
党
の
栗
山
町

議
千
葉
清
美
さ
ん
が
、

社
会
民
主
党
か
ら
は
、

道
連
幹
事
長
浅
野
さ
ん

が
、
そ
し
て
、
日
本
共

産
党
か
ら
は
、
く
ま
が

い
桂
子
市
議
が
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
、
格

差
と
貧
困
を
な
く
し
、

平
和
憲
法
を
活
か
す
政

権
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

街
頭
宣
伝
車
の
周
り

に
は
、
３
政
党
と
各
地

域
の
平
和
運
動
団
体
の

百
太
郎
旗
が
数
十
本
立

ち
な
ら
び
、
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
る
参
加
者
も

い
て
、
に
ぎ
や
か
な
新

年
の
街
頭
宣
伝
に
な
り

ま
し
た
。 

さ
ら
に
、「
個
人
の
尊

重
と
平
和
を
守
る
長
沼

の
会
」
の
中
村
由
紀
夫

さ
ん
が
挨
拶
し
、「
明
日

の
平
和
を
つ
く
り
だ
す

夕
張
の
会
」
熊
谷
泰
昌

さ
ん
が
、「
子
ど
も
や
孫

た
ち
に
、
平
和
で
人
権

が
完
全
に
保
障
さ
れ
た

社
会
を
残
そ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
栗
山
へ

移
動
し
、
ラ
ッ
キ
ー

前
で
訴
え
ま
し
た
。 

５
日
は
、
由
仁
駅

前
か
ら
、
長
沼
町
役

場
前
、
そ
し
て
最
後

は
、
南
幌
農
協
前
で

街
宣
行
動
を
行
い
ま

し
た
。 

青
空
が
の
ぞ
い
た

り
、
雪
が
降
っ
た
り

と
天
候
が
次
々
か
わ

り
ま
し
た
が
、
無
事

終
了
し
、
の
べ
約

80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１  

本市におけるジェンダーギャップ（男女格差）に

ついて、市長の見解をうかがう。  

答弁１  

市職員に限っては、採用・昇任に男女の格差は設

けていない。また、あってはならないことだと思う。 

再質問  

市長の見解では、格差は設けていないとのことで

あったが、理事・課長職においては、男性のみで１

３名、女性はゼロ。主幹職は男性１７人、女性は２

人のみ。管理職全体では、３２人のうち、女性はた

ったの２人でわずか６．３％に過ぎないが、この数

字についてはどのようにお考えか。  

再答弁  

現在、限られた職員数で行政運営をせざるを得な

い状況下での結果であり、男女の格差ではないこと

にご理解をいただきたい。  

質問２  

だれもがジェンダーバイアス（性による偏見）を

持っているといわれる中で、本市におけるジェンダ

ーバイアスや、ジェンダーギャップが解消されるこ

とによって、行政のメリットとしてどのようなこと

があると考えられるか市長の見解をうかがう。  

答弁２  

職員個々人の考え方を推し量るのは困難だが、男

女での固定観念があるとは感じていない。男女とも

に、実務研修や管理マネジメントなどの研修の受講

をすすめ、そのことで職場の活性化、市民サービス

の向上、ジェンダーバイアスの解消に向け、微力な

がら努めていけると考えている。  

質問３  

本市のジェンダーギャップ解消に向けた施策の現

状は。  

答弁３  

一例としてＨ２８年、財政再生計画の抜本見直し

で、資格取得支援事業や子どもの一時預かり、保育

料２子目以降の無料化など、子育て中（２面へ続く）  
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（
１
面
か
ら
続
く
） 

で
も
必
要
な
資
格
を
取

得
し
、
子
供
を
預
け
な

が
ら
働
く
環
境
づ
く
り

行
っ
て
き
た
。 

質
問
４ 

策
定
に
向
け
検
討
中

と
な
っ
て
い
た
、「
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
計

画
」
に
つ
い
て
、
現
在
、

本
市
の
策
定
状
況
は
。 

答
弁
４ 

女
性
活
躍
推
進
法
に

つ
い
て
は
、
Ｈ

28
年
３

月
に
策
定
し
市
の
Ｈ
Ｐ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

推
進
計
画
に
つ
い
て
は

今
後
策
定
の
予
定
。 

質
問
５ 

女
性
の
市
職
員
の
管

理
職
登
用
に
つ
い
て
、

考
え
は
。 

答
弁
５ 

Ｈ

31

年

４

月

１

日

現
在
、
管
理
的
地
位
の

職
員
数

24

人
中
２
名

で
８
．
３
％
。
指
導
能

力
、
管
理
能
力
の
研
修

受
講
を
通
し
て

10

％

以
上
に
す
る
計
画
。 

再
質
問 

現
在
の
管
理
職
へ
の

登
用
に
つ
い
て
、
選
考

の
基
準
や
方
法
は
。 

答
弁 経

験
年
数
や
業
務
の

熟
度
、
管
理
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
指
導
能
力
、
管

理
能
力
を
客
観
的
に
判

断
し
て
い
る
。 

意
見 現

在
市
職
員
の
男
性

40
代
～

50
代
、

43
名

の
内
、
管
理
職
は

32
名

で
７
４
．
４
％
。
し
か

し
、
40
代
・
50
代
職
員

女
性
16
名
の
う
ち
、
２

名
が
管
理
職
で
、
割
合

は

12
％
に
過
ぎ
な
い
。 

こ
れ
は
男
女
の
総
数

別
に
み
た
管
理
職
の
比

率
だ
が
、
様
々
な
要
因

が
あ
る
に
し
ろ
、
あ
ま

り
に
も
男
女
共
同
参
画

か
ら
は
か
け
離
れ
て
い

る
と
考
え
る
。 

男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的

及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、
共
に
責
任
を
担

う
べ
き
社
会
を
作
る
た

め
に
、
ま
ず
は
夕
張
市

役
所
の
男
女
共
同
参
画

に
向
け
て
、
市
長
の
大

き
な
ご
尽
力
を
期
待
す

る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

明
治
維
新 

41
／
朝
鮮
植
民
地
支
配 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

韓
国
人
民
の
抵
抗
を
死
刑
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

韓
国
の
主
権
と
人
権
を
踏
み
に
じ
り
、
朝
鮮 

半
島
を
日
露
戦
争
の
前
線
基
地
に
し
た
日
本
に 

対
し
、
当
然
の
こ
と
に
韓
国
国
内
で
反
日
運
動
が 

活
発
化
し
ま
す
。
軍
事
用
電
線
の
切
断
や
鉄
道
の 

破
壊
事
件
な
ど
が
各
地
で
起
き
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
０
４
年
（
明
治

37
）
７
月
２
日
、
韓
国
駐
箚
軍
司
令
（
参
謀
本

部
と
直
結
）
は
「
軍
律
」
な
る
命
令
を
発
し
血
の
弾
圧
を
繰
り
返
し
ま

す
。 『

朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
に
よ
れ
ば
、
35
人
の
死
刑
を
含
む
計

257

人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
１
次
日
韓
協
約 

続
い
て
０
４
年
８
月

22
日
「
第
１
次
日
韓
協
約
」
で
、
韓
国
政
府
に

日
本
人
顧
問
を
送
り
込
み
、
内
政
を
事
実
上
握
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
直

ち
に
財
務
顧
問
に
日
本
大
蔵
省
局
長
目
賀
田
種
太
郎
が
就
任
、
貨
幣
を

日
本
貨
幣
と
同
一
に
通
用
す
る
よ
う
貨
幣
制
度
を
従
属
さ
せ
ま
す
。
貨

幣
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
、
韓
国
経
済
の
基
本
部
分
を
抑
え
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
露
講
和
条
約
を
結
ぶ 

０
５
年
（
明
治

38
）
９
月
、
ア
メ
リ
カ
の
仲
介
を
渡
り
に
舟
と
ば

か
り
に
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ツ
マ
ツ
条
約
）
を
結
び
、
よ
う
や
く
日

露
戦
争
を
終
結
さ
せ
ま
す
。 

こ
の
条
約
の
内
容
は
、
韓
国
内
で
日
本
が
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

策
に
口
出
し
を
許
さ
な
い
、
韓
国
で
の
全
面
的
権
利
の
主
張
で
し
た
。

そ
し
て
南
満
州
鉄
道
の
権
益
と
遼
東
半
島
・
南
樺
太
＊
を
日
本
領
土
と

し
ま
す
が
、
賠
償
金
の
支
払
い
は
拒
否
さ
れ
ま
す
。 

 

＊
「
日
本
の
戦
争
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
」1

3
9

頁
・
吉
岡
吉
典 
著 

＊ 

樺
太
は
、
一
八
七
五
年
（
明
治
８
）
日
ロ
間
の
「
樺
太
・
千
島
交
換

条
約
」
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
領
に
な
っ
て
い
た
。 

日
露
戦
争
の
結
果
、
樺
太
の
南
半
分
を
日
本
が
領
土
と
し
た
。 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩（127） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 

智 

子 

 
 

 

国
民
の
た
め
の
ま
っ
と
う
な
政
治
へ 

 
 

２
０
２
０
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
の
１
月
は

足
を
骨
折
し
た
た
め
、
毎
年
続
け
て
い
た
元
旦
宣
伝
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
議
院
選
挙
の
年
な
の
に
歯
が

ゆ
い
思
い
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
元
旦
か
ら
宣
伝
や
新
年
交
礼
会
、
党
の
旗
開

き
、
中
央
卸
売
市
場
の
初
競
り
や
、
各
地
で
行
わ
れ
た
新

春
の
つ
ど
い
な
ど
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
の
思
い
、
願
い
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

石
狩
市
の
新
年
交
礼
会
で
は
、
各
党
が
そ
ろ
っ
て
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
私
は
「
北
海
道
は
本
格
的
な
冬
で
す
が
、

国
会
は
ま
だ
桜
が
散
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
桜
を
見
る
会
」

で
は
政
治
の
私
物
化
と
モ
ラ
ル
崩
壊
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
政
治
は
だ
れ
の
た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
国

民
の
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
政
治
を
私
物
化
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
力
を
合
わ
せ
て
ま
っ
と
う
な
政
治
に
変
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ

て
行
く
と
、
「
桜
を
見
る
会
に
し
て
も
、
カ
ジ
ノ
疑
惑
に

し
て
も
、
我
々
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
国
民
を
馬

鹿
に
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
徹
底
し
て
追
求
し
て

ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

小
樽
の
後
援
会
の
新
春
の
つ
ど
い
で
は
、
診
療
所
の
医

師
が
、
銃
弾
に
倒
れ
た
中
村
哲
医
師
の
偉
業
に
触
れ
「
海

外
へ
の
自
衛
隊
派
遣
が
か
え
っ
て
海
外
に
い
る
日
本
人

の
い
の
ち
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
語
っ
て
い

た
こ
と
を
紹
介
し
、
自
衛
隊
派
遣
阻
止
、
９
条
改
憲
阻
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

党
大
会
が
終
わ
れ
ば
、2

0

日
か
ら
、
国
会
が
始
ま
り
ま

す
。
市
民
と
野
党
の
共
同
で
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

み
、
新
し
い
政
治
へ
の
道
を
開
き
ま
し
ょ
う
。 
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